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今年で10年目！小学生と協働で砂入りペットボトルを製作！ 

～観光客等のツルツル路面での歩行を支援～ 

 

この取組は平成２５年から継続して実施しており、今年で１０年目となります。製作するペット

ボトルは約３３０本！子供たち一人一人が思いを込めた個性豊かなオリジナルの塗り絵をラベル

にして貼り付けます。ラベルには多言語（英語、韓国語、中国語）による説明を加えています。 

 

記 

 

１ 実施日時  令和４年１０月１９日（水） １３：３０～  

       （悪天候の場合は、令和４年１０月２１日（金）１３：３０～に延期） 

２ 実施場所  小樽市立花園小学校（北海道小樽市花園５丁目４番１号）（別紙１参照） 

３ 実施内容  小樽市立花園小学校５年生児童４６名がペットボトルに冬道滑り止め用砂を詰め

る（別紙１参照） 

４ その他   感染予防対策としてマスクを着用し、ソーシャルディスタンスを確保して屋外にて

作業を行います。 

       また、使用するペットボトルはシーニックバイウェイ北海道の包括連携協定締結企

業である北海道コカ・コーラボトリング株式会社から提供を受けています。 

 

＜今後の予定＞（別紙２参照） 

製作したペットボトルは、２月に予定している小学生との協働イベント 

（国道の通学路における砂まき体験、地域や観光客の方々への配布）で使用 

するほか、市内の砂箱に設置します。【※新型コロナウイルスの感染状況 

により内容変更（もしくは中止）となる可能性があります】 

 

※感染予防対策のため、取材の際はマスク等の着用をお願いいたします。 
 

 

 

 

 

小樽開発建設部では、小樽市立花園小学校と協働し、地域や観光客の方々へ冬道歩行を支援

するため、滑り止め用砂入りペットボトルを製作しますので、下記のとおり、お知らせします。 



別紙１

位置拡大図

＜実施場所＞
⼩樽市⽴花園小学校
住所︓小樽市花園５丁目４番１号
1階玄関前

＜実施場所位置図＞

（お⾞で来られる⽅は
校舎前の駐⾞場をご使⽤になれます。）

ペットボトルへの砂詰めの概要

※写真は昨年の様子。

①児童が自由に色を塗った、オリジナルの塗り絵をあしらったラベルを、
ペットボトルに貼り付ける。

②自分の塗り絵のシールを貼り付けたペットボトルに、
児童自ら、スコップや漏斗を使って砂を詰める。

※写真はイメージです。



砂まき体験と外国⼈観光客との交流の概要
別紙２

▲児童が自ら砂を詰めペットボトルを製作

▼多言語（英語・韓国語・中国語）説明入
りのラベルとペットボトルの完成イメージ

▲通学路に自ら砂をまき効果を体験

※新型コロナウイルスの感染状況により、イベント内容の変更（もしくは中止）の可能性があります。

▲授業で外国語の挨拶、自己紹介の
仕方を練習

▲外国人観光客へ外国語で声をかけ、
自己紹介と転倒防止の呼びかけ

▲観光客に砂詰めペットボトルを配付。
砂まきの効果を説明し、砂まきへの協力
をお願いする。

砂詰め作業（１０月１９日実施）

砂まきイベントの取組（令和５年２月実施予定）

①外国語学習 ②実体験

③外国人との交流

※写真は
令和元年度の様子


